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Rietveld法によって検討した。用いたプログラムは、JANA2000 [4] である。低温、高温実験は、
所定の温度に設定した N

2
ガスをキャピラリーに吹き付けることにより行った。 

 

結果および考察： 
現在、DVD-RAM／Blu-rayに代表される書き換え型の相変化光記録材料として、GeTe-Sb�Bi�

2
Te

3

擬二元化合物が多用されているが、これら擬二元系と並んで、Sb-Te、Bi-Te の二元系も、相変化
材料として、優秀な特性を示す材料である。前者はアモルファス相（記録）と準安定結晶相（NaCl

型-6 層構造／消去）との間の相転移を利用して記録が行われるが、後者はアモルファス相と A7

型結晶相（As型-6層構造）との間の相転移を利用する。NaCl型構造と A7構造は互いに良く似て
おり、前者が c 軸方向に原子比の変調が見られるのに対し、後者は、原子位置に変調が観られる
だけの違いである。Sb-Te、Bi-Te等の二元系は、Ag、In、Ge等の第三、第四元素を少量添加する
ことによって、アモルファス相（記録マーク）を、実用上、安定に維持することができ、且つ、
A7型構造（消去状態）も単純化される。NaCl型構造も、A7型構造も、立方最密型の積層構造で
あり、両者共、6層構造である。これらの構造は、γ=3/2�n=3、 m=0�の整合変調構造である。一方、
これらの結晶を充分に熱処理すると、それらの安定な構造は、γ=3�n+3m�/�2n+5m�と表すことがで
きる。即ち、例えば Ge

2
Sb

2
Te

5
�n=2、 m=1�は、

アモルファス相から γ=3/2 で記述される準安
定相に構造相転移したのち、γ=5/3の安定相（9

層構造）に相転移するわけである。我々は、
今回の実験で、幾つかの組成の Sb-Te；
�Sb

2
�
n
�Sb

2
Te

3
�
m
アモルファススパッタ膜につい

て、それらの構造変化（γ変化）を詳細に調べ
た。 

この二元系は、アモルファスから安定相へ
の相変化過程において、γ=3/2で記述される 6

層構造（単純な A7型構造）を経て、或いは、
3/2 < γ < 3�n+3m�/�2n+5m� で記述される�非�整
合な構造を経たのち、それぞれの整合構造安
定相に落ち着く、と考えられることが判明し
た。例えば、n=3、m=1で指定される、Sb

8
Te

3

二元系化合物は、図 1 に見られるように、
アモルファスから相転移した直後、γ=1.6前
後の値を取るが、その後、昇温に伴い、γ が
“連続的 ”に大きくなり、最終的に、
γ=18/11�=1.636363…�の、（熱平衡状態として
の）安定なホモロガス構造に収束する（現
在、Acta Crystallogr. Sect. Bに投稿中）。それ
と共に、今回、更に、In を含んだ Sb-Te 二
元系材料の研究のなかで、B3型構造を持つ
In-Sb-Te 化合物を発見した�①In

0.67
Sb

0.33
-Te�。

構造解析結果を図 2 に示す。一方、この
In-Sb-Te 三元系では、既に NaCl�B1�型構造
を持つ化合物の存在が知られている
�②In-Te

0.67
Sb

0.33
 [5]�。前者結晶中の原子は

Tdの対称性を持っており、一方後者は、Oh

の対称性を持っている（添付図 3参照）。即
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